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地域づくり人育成講座 フォローアップ研修 

（仮称）全国地域づくり人財塾・東日本支部の取り組み 

 

１．経緯 

平成 25 年 3 月 11 日～13 日に市町村アカデミーで実施された、地域づくり人育

成講座では、講師の皆様の熱い講義により、受講生は大きな刺激を受けた。 

その後、facebook に受講生のページを立ち上げ、情報交換を開始し、受講生が

刺激しあい、交流を続けている。 

その後、次のステップアップ講座までの間、どのようにモチベーションを維持

していくかを検討し、自主運営の研修会を試行として開催することとした。 

 

２．目的 

講座で刺激を受けた熱い受講生も、時間とともに熱が冷めていく。 

意欲を継続していくために、濃厚な時間を共有した仲間が、熱いうちに再会し、

刺激しあい、情報交換、交流を深め「フォローアップする」ことが必要である。 

定期的に刺激し合える「場」をつくり、熱・モチベーションを維持し、また、

この活動の中でメンバー自身が成長し、それぞれの地域の元気づくりに貢献する

ことのできる人材になることを目的とする。 

 

３．実践 

モチベーションを維持していくために、四半期に一回の開催を目指す。 

開催頻度が多くなるので、日帰りができる範囲での活動を行う。 

自主自立の運営を行う。 

 

◆（仮称）全国地域づくり人財塾・東日本支部 第 1 回フォローアップ研修 

日 時 平成２５年４月１７日（水）１２時～１７時 

会 場 八王子市長池公園 自然館 

参加者 ２２人（うち受講生８人、総務省３人） 

内 容 ①プレゼン 

「あったらいいな、こんな○○市」 

        ・館山市  ・小平市 

      ②講演 

       「エコノミックガーデニング入門編」 

        山本 尚史氏（拓殖大学政経学部 教授） 

   概 要 プレゼンで、自分の街の理想、こうしたいという夢を語る。 

       研修で受けた様々な知識、技法を自分の地域の中に落とし込む作業。 

それに対して、参加者が自分の知識、経験を出し合い、実現に向け

た建設的な意見交換をする。 

みんなで議論して、互いに学びあい、互いに習う（互学互習）。 
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◆第２回は、７月１９日（金）に開催予定 

  内容：①プレゼン「あったらいいな、こんな○○市」 

        ＮＰＯフュージョン長池、小平市（ステップ２） 

     ②講演 飯盛 義徳氏（慶應義塾大学総合政策部 准教授） 

 

◆第３回は、１０月 

 

◆第４回は、２０１４年１月 

 

４．事務局 

事務局長：神山伸一 

会場等の管理：ＮＰＯフュージョン長池 

 

５．経費 

受講生の自己負担  

年１万円/人、１回あたり３千円/人、オブザーバー参加者 千円/回/人 

 

以上 


